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１･２回戦、地元の期待どおりに戦った岡山と、２回戦劇的勝利を収めた茨城の注目の一戦。先鋒戦、岡山福田は立
ち上がりから積極的に技を仕掛ける。一方、茨城金井は相手の出方を探るようにじっと構え間合いを詰める。岡山
福田は手を緩めず攻め続け、一瞬の隙をつき狙いすましたような小手を連取するスタートとなる。次鋒戦は、両者
一歩も退かぬ技の応酬。共に鋭く攻め込み痛烈な面を奪い合う。３本目は茨城高橋は打ち合いから出頭の面を決め
対に戻す。中堅戦は冷静な試合を展開する。決定打なく延長戦となる。岡山曽我部は鍔競り合いから渾身の力を振
りしぼった引き胴で王手をかける。副将戦、岡山三宅は落ち着いた試合運び。中盤切れの良い引き面を決める。そ
の後、茨城高丸は反撃を試みたが、上手く岡山三宅に凌がれ岡山の勝利となる。すでに勝敗は決した後だったが、
茨城大将坪井は、開始早々引き胴を決め一矢を報いた。試合にかける選手の意気込みと集中力の高さを示した試合
であった。
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